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今月のひとコマ

わたしたちの絵を見に来てネ！
大川小学校　第２回絵画展
大川小学校の子どもたちが、１年間で描いた作品の
中からそれぞれ「最高の１枚」を選んで展示する絵
画展を、五城館で開催します。（開催のお知らせは２
㌻、写真は大川小学校の６年生とその作品）



入居者の皆さんと一緒に楽しめる
冬まつりです。「もちつき大会」や
「ゲーム大会」、「くじ引き大会」が
楽しめます。

▼日　時　２月22日㈮
午前11時～午後1時30分

▼場　所　広青苑食堂ホール

▼入場料　100円
※ 問い合わせは、
　広青苑（☎852・5400）まで

「広青苑・いこいの里
冬まつり」を開催
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※ お問い合わせは、
　役場産業課（☎852・5222）まで

イベント紹介

▲

あったか鍋コーナー
　 寒い冬は、あったかい鍋がおいしい！
　★ 「だ ま こ 鍋」 ･････････400円

（郵 便 局 前・10時～）
　★ 「桶　そ　ば」 ･････････400円

（和田様宅前・10時～）
　★ 「きゃのこ汁」 ･････････100円

（武石自転車前・10時～）
　★ 「タ　ラ　鍋」 ･････････100円

（秋田信金前・10時～）

▲
 も ち つ き

（あったか小町前・10時～）▲
 映 画 鑑 賞 会

（あったか小町２階・10時～）▲

酒 蔵 開 放
（福禄寿酒造・９時～）▲

五城目天翔太鼓演奏
（福禄寿酒造前ほか・９時と10時）▲

ミ ニ 雪 ま つ り
（ミニかまくらづくりなど・９時30分～）

「冬の朝市あったか鍋まつり」
日 時 ２月17日㈰

午前９時から正午まで
朝市通り場 所

あなたのために　そして地域のために
平成19年度地域雇用創造推進事業

人材育成セミナー開催中！
町では雇用の拡大をめざし人材育成セミナーを開催しています。
創業や起業、町の食材や伝統技術を生かした新製品開発、町の観

光ガイドなどをめざしている方はぜひ参加してください。

▲  

会　場　　五城館▲  

時　間　　午後１時30分～午後４時▲  

２月の開催日程
1　創業者セミナー
　　・12日㈫　　テーマ「事業計画のつくり方」
2　特産品開発セミナー
　　・26日㈫　　テーマ「町の食材の生かし方②」
3　新製品開発セミナー
　　・13日㈬　　テーマ「町の伝統技術の生かし方①」
　　・29日㈮　　テーマ「町の伝統技術の生かし方②」
4　観光ガイド育成セミナー
　　・05日㈫　　テーマ「五城目町の歴史」

※ 受講料は無料です。参加ご希望の方は、町地域雇用創造協議会
にご連絡ください。

町地域雇用創造協議会（役場産業課内　☎852・5222）

大川小学校の子どもたち58名が、
１年間で描いた作品の中からそれぞ
れ選ぶ「最高の１枚」を集めた絵画
展を開催します。
スポーツも文化活動も一生懸命が

んばる大川小学校の子どもたちの作
品を、ぜひご覧ください。

▼日　時　２月２日㈯～10日㈰
　　　　　午前９時～午後５時

▼会　場　 五城館２階ギャラリー

大川小学校
第2回絵画展を開催
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平成19年度明るい選挙ポ
スターコンクールが行われ、
内川小学校の２名の作品が
県の入選・佳作に選ばれま
した。

◆
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
日
程

・
告
示
日　

三
月
十
八
日
㈫

・
投
票
日　

三
月
二
十
三
日
㈰

立
候
補
届
は
、
告
示
日
の
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

◆
期
日
前
投
票

・
期
間　

 

三
月
十
九
日
㈬
か
ら
二
十
二
日
㈯
ま
で

の
四
日
間

・
時
間　

 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時
ま
で

・
場
所　

役
場
三
階
会
議
室

※ 

三
月
十
八
日
㈫
は
告
示
日
で
す
が
、
期
日
前
投

票
も
不
在
者
投
票
も
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

五
城
目
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
関
す
る
お
知

ら
せ
は
、
三
月
号
に
も
掲
載
し
ま
す
。

任
期
満
了
に
伴
う
五
城
目
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
、

三
月
二
十
三
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
す
。

議
員
の
定
数
は
十
六
人
で
す
。

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

五
城
目
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
立
候
補
を
予
定

し
て
い
る
本
人
、
ま
た
は
代
理
の
方
は
、
必
ず
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

・
二
月
十
五
日
㈮　

午
後
一
時
三
十
分
〜

・
役
場
四
階　

大
会
議
室

明るい選挙
ポスターコンクール

佳作・□□　□□さん
（内小５年）

（敬称略）

第17回クリスマス水泳競技大会
◆自由形25㍍
　❖男子２年生以下
　　 ▼第３位　□□　　□（五小２年）
　❖女子２年生以下
　　 ▼第２位　□□□□□（五小２年）
　❖女子４年生以下
　　 ▼第２位　□□　□□（内小３年）
◆自由形50㍍
　❖男子６年生以下
　　 ▼第１位　□□　　□（五小５年）
　❖女子４年生以下
　　 ▼第１位　□□　□□（五小４年）
　　 ▼第２位　□□　□□（馬小４年）
　　 ▼第３位　□□□□□（五小４年）
　❖女子６年生以下
　　 ▼第１位　□□　□□（馬小５年）
◆背泳ぎ25㍍
　❖男子２年生以下
　　 ▼第３位　□□　　□（五小２年）
　❖女子２年生以下
　　 ▼第１位　□□　□□（五小１年）
◆背泳ぎ50㍍
　❖男子６年生以下
　　 ▼第１位　□□□□□（五小５年）
　❖女子４年生以下
　　 ▼第１位　□□　□□（五小４年）
　　 ▼第３位　□□□□□（五小４年）
　❖女子６年生以下
　　 ▼第１位　□□□□□（五小６年）
　　 ▼第２位　□□□□□（馬小５年）
◆平泳ぎ50㍍
　❖男子６年生以下
　　 ▼第１位　□□　　□（五小５年）
　　 ▼第２位　□□　　□（五小５年）
　❖女子４年生以下
　　 ▼第１位　□□　□□（五小４年）
　　 ▼第３位　□□　□□（馬小４年）
　❖女子６年生以下
　　 ▼第２位　□□　□□（馬小５年）
　　 ▼第３位　□□□□□（馬小５年）
◆バタフライ25㍍
　❖女子６年生以下
　　 ▼第１位　□□□□□（五小６年）
◆バタフライ50㍍
　❖男子６年生以下
　　 ▼第１位　□□　　□（五小５年）
　　 ▼第２位　□□□□□（五小５年）
　❖女子４年生以下
　　 ▼第１位　□□　□□（五小４年）
　　 ▼第２位　□□　□□（五小４年）
　　 ▼第３位　□□　□□（五小４年）
　❖女子６年生以下
　　 ▼第１位　□□　□□（五小６年）
◆個人メドレー100㍍
　❖女子６年生以下
　　 ▼第１位　□□　□□（五小６年）

 

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
８
５
２
・
５
３
１
８
）
ま
で

◆
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
日
程

・
告
示
日　

三
月
十
八
日

町
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
は

３
月
23
日
㈰
で
す

入選・□□　□□さん
（内小５年）



健康・子育てお助け情報健康・子育てお助け情報
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元気な歯っていいね！　３歳児歯科健康診査
虫歯ゼロ（12月25日健診）

『三つ子の魂百まで・・・』といわれますが、
３歳は心身の発達上、節目となり極めて重要です。
この時期に乳歯の歯列はほぼ完成するので、家
族みんなで協力しあい、正しい歯の健康維持につ
いて基本を身につけましょう。

□□□□□くん
（紀久栄町）

福
祉
灯
油
引
換
券
を
支
給
し
ま
す

申
請
受
付
期
間
は
２
月
12
日
㈫
か
ら
３
月
10
日
㈪
ま
で

町
で
は
、
灯
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
生
活

へ
の
負
担
を
や
わ
ら
げ
る
た
め
、
高
齢
者
世

帯
な
ど
へ
町
内
の
灯
油
販
売
店
で
使
用
で
き

る
「
福
祉
灯
油
引
換
券
」
を
支
給
し
ま
す
。

▼
支　
給　
額

　

一
世
帯　

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

（
五
、〇
〇
〇
円
の
灯
油
引
換
券
を
二
枚
）

▼
対
象
と
な
る
世
帯

一
月
二
十
一
日
時
点
で
町
内
に
住
所
が

あ
っ
て
、
申
請
時
点
で
町
内
に
住
ん
で
い
る

方
の
う
ち
、
世
帯
全
員
が
平
成
十
九
年
度
町

民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
り
、
以
下
に
該
当
す

る
世
帯
。

❶
高
齢
者
世
帯

　

※ 

満
七
十
歳
以
上
の
方
（
平
成
二
十
年
三

月
三
十
一
日
時
点
で
）
の
み
の
世
帯

❷
ひ
と
り
親
世
帯

　

※ 

満
十
八
歳
未
満
の
児
童
・
生
徒
（
平
成

十
九
年
四
月
一
日
時
点
で
）
と
、
そ
の

父
ま
た
は
母
の
い
ず
れ
か
の
み
の
世
帯

❸
障
害
者
（
児
）
扶
養
世
帯

　

※ 

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
を
扶
養
し

て
い
る
世
帯

❹
生
活
保
護
世
帯

▼
申
請
方
法

　

世
帯
主
が
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、役
場
一
階
の
町
民
福
祉
課
②
番
窓
口
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
印
鑑
が
必
要
で
す
）申

請
書
は
役
場
町
民
福
祉
課
に
ご
ざ
い
ま
す
。

※ 

世
帯
主
が
申
請
で
き
な
い
場
合
は
、
代
理

人
が
申
請
で
き
ま
す
。（
代
理
人
も
印
鑑

が
必
要
で
す
）

▼
申
請
受
付
期
間

　

二
月
十
二
日
㈫
か
ら
三
月
十
日
㈪
ま
で

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、役
場
町
民
福
祉
課
（
☎

８
５
２
・
５
１
２
８
）
ま
で

□□　　□くん
（新畑町）

□□　□□ちゃん

（西　野）
□□　□□ちゃん

（西磯ノ目）
□□　□□くん
（西磯ノ目）

□□　□□くん
（東磯ノ目）

□□　　□ちゃん

（雀　舘）
□□　□□ちゃん

（矢場崎）

□□　□□ちゃん

（岡本１区）
□□　□□くん
（東磯ノ目）

□□　□□くん
（新畑町）

五
城
目
保
育
園
の
職
員
を
募
集

社
会
福
祉
法
人
五
城
目
保
育
園
で
は
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種

　

（
臨
時
職
員
・
雇
用
更
新
あ
り
）

　

・
栄
養
士 ･･･････････････････

１
名

　

・
保
育
士 ･････････････････

若
干
名

　

・
看
護
師
（
准
看
護
師
可
） ･･･

若
干
名

　

（
パ
ー
ト
・
五
時
間
三
十
分
）

　

・
事
務
員 ･･･････････････････

１
名

▼
勤　
　

務

　

平
成
二
十
年
四
月
一
日
㈫
よ
り

▼
申
し
込
み

　

自
筆
の
履
歴
書
（
身
上
書
付
）
を
二
月
十

五
日
㈮
ま
で
保
育
園
に
郵
送
ま
た
は
持
参
く

だ
さ
い
。

〒
〇
一
八
―
一
七
〇
三

五
城
目
町
字
羽
黒
前
七
六
―
一

五
城
目
保
育
園
（
☎
８
５
２
・
３
８
０
５
）



　読んで字のごとくですが、人生を季
節に例えたことわざです。
「 生きていて何か辛い事にぶつかった
ときは、その辛さが永遠に続くよう
に感じてしまうものです。しかし、
冬が必ず春となるように、春の日差
しが冬の氷を溶かすように、あなた
の辛い出来事も必ず良い方向に変え
られます」
という人間のプラス志向・可能性につ
いて述べています。心の在り方を学び
ました。

町民福祉課　保健師

こころ
はればれ
通信　Vol.19
心に響くことば･･･
「冬はかならず春となる」

19
心に響くことば

予 防 接 種予 防 接 種
お知らせカレンダーお知らせカレンダー
健 診・予 防 接 種
お知らせカレンダー2月

■　健　　診　■
19日　3歳児健康診査
対象　平成16年６月～８月生まれ
受付　12時45分～13時15分
場所　ケアセンター五城目

25日　乳児健康診査
対象　平成19年10月生まれ

12時40分～13時
平成19年４月、７月生まれ

13時15分～13時30分
場所　ケアセンター五城目
※４か月児のみＢＣＧ予防接種

■　予防接種　■
13日　ポリオ予防接種（２回目）
対象　平成18年11月～

平成19年２月生まれ
受付　13時30分～14時
場所　千葉内科医院

20日　ポリオ予防接種（１回目）
対象　平成19年６月～

平成19年９月生まれ
受付　13時30分～14時
場所　千葉内科医院

■　そ の 他　■
4日・18日　母子手帳交付・妊婦相談
受付　９時～15時
場所　町民福祉課

町民福祉課福祉保健係
☎８５２・５１８０

遊びに
　　おい

でよ

もりやまこども園
「わんぱーく」を
開催します
　子育てのこと、お子さんの健
康のことなどについて、保育士
や同じ子育て中の皆さんとお話
してみませんか。
　気軽に遊びに来てください。▲

2月14日㈭、15日㈮、29日㈮
　もりやまこども園
※ いずれの日も、午前９時30分
から午前11時30分まで
※ 子育てに関する相談やお問い
合わせは、五城目保育園（☎
852・3805）まで

町の心の健康づくりについて、一緒に考えてみませんか？

「心の健康づくり調査結果説明会」
「心の健康づくりセミナー」を開催します！
　昨年の８月に皆さんからご協力いただいた、「五城目町心の健康づく
り」の調査結果がまとまり、このほど調査結果の説明会を開催します。
町ではこの調査結果をもとに、自殺予防対策のための事業を進めていき
ます。
　また、事業の一つである「心の健康づくりセミナー」も開催しており
ますので、ぜひご参加ください。▲  

心の健康づくり調査結果説明会（第２回セミナー）
　

▲

日　時　２月14日㈭　午後１時30分～
　

▲

会　場　町民センター
　

▲

内　容　❶調査結果説明会
　　　　　　❷ 講演「 五城目町心の健康づくり調査結果から見えてきたこと」
　　　　　　　　　講師　秋田大学医学部　　　佐々木久長　准教授
　　　　　　❸ 講話「地域活動をとおして～地域で私にできること～」
　　　　　　　　　講師　八峰町ひだまりの会　干場　次子　会長▲

第３回セミナー
　

▲

日　時　２月26日㈫　午後１時30分～
　

▲

会　場　役場４階大会議室
　

▲

内　容　❶ 講演「 相手と信頼できる関係をつくるために」
　　　　　　❷ ロールプレイ「悩みを打ち明けられた時の関わり方」
　　　　　　　　　講師　秋田大学医学部　　　佐々木久長　准教授
※ 参加は無料です。
　お申し込み・お問い合わせは役場町民福祉課（☎852・5180）まで
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寄せられた意見・要望の多くは「将来への不安感」

　●「困らない」と回答された方 ････････････････40％
　●「やや困る」と回答された方 ････････････････37％
　●「とても困る」と回答された方 ･･････････････23％
　● 「やや困る」、「とても困る」と回答された方が全
体の60％でした。

　　 一方「困らない」が40％を占めたのは、日常生活に
おいて今後も路線バスを利用する生活はないと考え
られている方々の回答と判断できます。

地域公共交通についてのアンケート ･･････ その２

問９．地域の公共交通を維持することは必要と思いますか ⇒　「思う」に91％

問10．路線バスを維持するためにはどのようにすればよいと思いますか

問11．路線バスが廃止になった場合、あなたのご家族は困りますか

　● 「高齢者が利用しやすい」が最も多く ････････33％
　　次に「医療機関を経由する」が ･･････････････24％
　● この設問が代替交通システムを構築する上で運行の
基本とするべきポイントになると考えられます。

問13．代替交通にどのようなことを望みますか

困らない

200 400 600 1,000800 人0

路線バスが廃止になった場合、あなたのご家族は困りますか

やや困る

とても困る

家の近くまで　　
きてくれる

200 800600400 1,000 1,200 1,400 人0

代替交通にどのようなことを望みますか

医療機関を　　　
経由する

車椅子が　　　　
利用しやすい

高齢者が　　　　
利用しやすい

低料金での運行

前回はアンケートにおいて現状の運行に関連す
る設問部分（問３から問８まで）の結果を掲載し
ましたが、今回は代替交通に関連する設問部分（問
９から問16まで）の結果と、寄せられた意見・
要望の一部を掲載します。
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　●「スクールバスを混乗型にし経費削減を図る」
 ･････････････････34％

　● 「スクールバスを混乗型にし経費削減を図る」取り
組みは有効な手段と考えられています。

　　 また、「路線等を見直す」、「運賃を安くする」が次に
多いのは、利用者が利便性を求めていることがわかり
ます。

スクールバスを混乗型にし、
経費削減を図る

200 400 600 800 1,000 1,200 人0

路線バスを維持するためには

町が補助金を増やす

運行回数を多くする

車椅子の利用を
可能にする

運賃を安くする

路線等を見直す

問12．路線バスが廃止になった場合、その代わりとなる交通システムは必要と思いますか ⇒　「思う」に87％



　● 「町が運行」が最も多かったのは、採算の合わない
地域公共交通を今後も町が支えていくべきとの意見
だと判断することができます。

問14．代替交通の運行主体としてふさわしいと思われるのはどれですか

問16．その「福祉有償運送」のサービスを拡大し、日常生活の足として利用できるとしたらそれを望みますか ⇒「はい」に87％

どこでもよい

200 400 600 800 人0

代替交通の運行主体としてふさわしいのは

タクシー会社が
運行

ＮＰＯが運行

町が運行
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問15．現在、社会福祉協議会が運行している「福祉有償運送」をご存知ですか ⇒「はい」に26％

◉ バスが廃止になれば私たち老人は、とても心細く困っ
てしまいます。せめて、１日２往復、病院へ行って帰
る時間に、バスが運行されていると幸せだと思います。
世の中、大きく変わりました。どうか、病院に行く老
人を助けてください。お願いします。
◉ 代替交通手段として意見があります。現在でも町内の
医療機関がおこなっていると聞きますが、医療機関が
サ－ビスで患者を送迎する形がいいのではないでしょ
うか。特定の目的で利用するわけですので、町がサー
ビスに何らかの補助を与えることで広く他の病院にも
浸透することを目指してはどうでしょうか。「買い物
バス」週に１～２回程度スーパー等を経由する往復の
バスを運行してはどうでしょうか。
◉ 今はなんとか自分で運転できますが、路線バスが廃止
になると大変だと思います。医療機関や買い物など、ど
この家も若い人たちとは暮らしていない高齢者ばかり
です。どうか路線バスを廃止しないようお願いします。
◉ 普段はバスを利用しないので、よくわかりませんが、
利用者はどれくらいいるのでしょうか。利用者の数に
見合ったバスの運行、予約制にするなどコスト削減を
し公共交通を維持してもらいたいものです。このまま
では日常生活を維持できません。
◉ 少子化、寒村になることが見込まれていても、それ
に個人、個人が対応策を持っていなかったから、路
線バス廃止という事態になったものと思う。

◉  「福祉有償運送」初めて知りました。たいへん良いこ
とだと思います。是非拡大してほしいものです。
◉ 少子化傾向に歯止めがかからない現実の中で、利用
者の減少は今後ますます深刻な悩みである。財政難
が厳しい中、利用されぬ状態に一層拍車がかかる交
通機関には、弱者切捨てと言われる向きもあろうが、
公的な補助金は使うべきでないと思う。誰でも電話
一本で利用できる簡易有償運送システムの方法を、
知恵を出し合って考えてみたいものです。
◉ スクールバスは登校時生徒が乗っていますが、下校
時は毎日空バスです。ガソリンの無駄、税金の無駄使
いと思います。混乗型にし経費節減を考えるべきと思
います。
◉ バスを小型化（ジャンボタクシーのような）して、周
辺経路を回ってほしい。料金の定額制（例えば１路線
どこまで行っても200円等）を検討してほしい。
◉ 公共交通としてのバス路線と地域の生活バス路線は
分離して考える必要があると思う。高齢者が何に困っ
て、何を望んでいるのかこのアンケートでは見えてこ
ない。今一度原点に立ち返って町として高齢化社会に
対して何をなすべきか、これまでの施策について町で
評価し、改善すべきことは何なのか。評価検証のプ
ロセス、有効性、妥当性について議論し将来がどう
あるべきか、町民に示すことが必要と思います。五城
目町の行政のレベルアップを望む町民です。

寄せられた意見・要望の一部をご紹介いたします 町内名は伏せますが原文のまま掲載させていただきます

今回のアンケートには365件の意見・要望が寄せら
れました。その多くは「将来への不安感」によるもので、
医療機関への交通手段の確保と代替交通システムに、
現在の路線バスにない利便性を求めるものでした。



▼
農
業
所
得
の
計
算
は
「
収
支
計
算
」
に
な
り
ま
す

農
協
な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
平
成
十
九
年
分
農
業
所
得
に
係

る
証
明
書
」
や
、
収
入
と
必
要
経
費
な
ど
が
わ
か
る
帳
簿
類
、
領

収
書
な
ど
と
、
そ
れ
ら
を
基
に
記
帳
し
た
「
収
支
計
算
記
帳
簿
」

を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

収
支
計
算
記
帳
簿
は
役
場
税
務
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

※ 

記
帳
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
方
は
、
申
告
時
に
農
業
に
関
す
る

証
明
書
、
領
収
書
を
一
式
ご
持
参
い
た
だ
き
、
遠
慮
な
く
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
町
県
民
税
が
全
額
課
税
さ
れ
ま
す

六
十
五
歳
以
上
で
所
得
が
百
二
十
五
万
円
以
下
の
方
へ
の
町
県

民
税
の
非
課
税
措
置
は
平
成
十
八
年
度
で
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
経

過
措
置
と
し
て
こ
れ
ま
で
二
か
年
に
わ
た
り
段
階
的
に
課
税
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
通
常
ど
お
り
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
税
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
申

告
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

工
事
費
に
つ
い
て
の
借
入
金
が
所
得
税
控
除
の
適
用
対
象
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す

控
除
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
改
修
工
事
の
種
類
に
制
限
が
あ

る
ほ
か
、
専
門
機
関
や
建
築
士
が
発
行
す
る
証
明
書
と
借
入
金
残

高
等
証
明
書
、
契
約
書
、
領
収
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

僕
た
ち
は
成
人
を
迎
え
る
と
納

税
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
僕
の

兄
も
今
年
の
夏
、
成
人
式
を
迎
え

ま
し
た
。
世
間
は
盆
休
み
、
特
に

す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
僕
は
、
兄

が
町
か
ら
い
た
だ
い
た
納
税
に
関

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
読
ん
で
い

ま
し
た
。
た
だ
漠
然
と
ペ
ー
ジ
を

捲
っ
て
い
た
僕
の
心
を
捕
ら
え
た

一
つ
の
項
目
が
あ
り
ま
し
た
。

「
消
費
税
」
買
い
物
を
す
れ
ば

誰
で
も
支
払
う
一
番
身
近
な
税
金

で
す
。
消
費
税
と
い
え
ば
、「
一

方
的
に
取
ら
れ
る
も
の
」
や
「
値

段
が
増
え
る
迷
惑
な
も
の
」
と

い
っ
た
考
え
が
根
底
に
あ
っ
た
僕

に
と
っ
て
、
は
っ
き
り
い
っ
て
仕

方
な
く
払
っ
て
い
た
も
の
に
過
ぎ

ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
こ
れ
は
、

日
本
に
と
っ
て
貴
重
な
財
源
だ
っ

た
の
で
す
。
少
子
高
齢
化
が
急
速

に
進
ん
で
い
る
今
、
納
税
者
が

減
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
こ
う
し
た
費
用
を
少
し
で
も

公
平
に
負
担
す
る
た
め
に
消
費
税

が
あ
る
の
で
す
。
僕
も
数
十
年
後

の
年
金
に
頼
る
生
活
が
来
た
時

に
、
き
っ
と
そ
の
有
り
難
み
が
わ

か
る
で
し
ょ
う
。

僕
が
思
う
に
、
消
費
税
は
働
く

人
の
た
め
だ
け
に
作
ら
れ
た
も
の

で
は
無
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

僕
た
ち
子
供
が
実
際
に
税
を
納
め

ら
れ
る
の
は
消
費
税
ぐ
ら
い
の
も

の
で
す
。
税
金
は
個
々
の
小
さ
な

金
額
を
合
わ
せ
て
公
共
物
と
い
う

形
に
し
て
お
り
、誰
も
が
損
せ
ず
、

み
ん
な
が
得
す
る
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ

イ
ク
の
元
に
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
小
さ
い
時
か
ら

税
を
払
う
こ
と
で
、
慣
れ
親
し
ん

で
欲
し
い
と
い
っ
た
意
図
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

消
費
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
僕
が
名
前
も
知
ら
な
い
よ
う

な
多
様
な
税
が
身
近
な
社
会
で
役

立
っ
て
い
る
の
で
す
。
何
不
自
由

な
く
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
の
も
税

の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
税
の
恩
恵

を
一
番
に
受
け
て
い
る
の
は
学
生

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
先
ほ
ど

い
っ
た
生
活
の
こ
と
や
教
科
書
と

い
っ
た
学
用
品
の
こ
と
、
こ
う

い
っ
た
も
の
を
提
供
し
て
く
れ
る

た
め
に
苦
労
し
て
く
だ
さ
っ
た
人

た
ち
に
、
も
っ
と
感
謝
し
て
生
活

し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

僕
が
納
め
て
い
る
の
は
消
費
税

ぐ
ら
い
の
も
の
だ
し
、
税
に
関
す

る
知
識
も
ま
だ
ま
だ
浅
く
、
偉
そ

う
な
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
大

切
な
の
は
正
し
い
知
識
だ
と
思
い

ま
す
。「
税
の
せ
い
で
稼
ぎ
が
減

る
。」
と
不
満
を
言
う
人
達
も
い

ま
す
が
、
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
。

よ
り
豊
か
な
生
活
に
な
る
た
め
に

税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
国

民
全
員
の
協
調
の
元
に
成
り
立
っ

て
い
る
も
の
に
、
自
己
中
心
的
に

あ
れ
こ
れ
言
う
の
で
は
道
理
か
ら

外
れ
て
い
ま
す
。
僕
も
社
会
人
に

な
っ
た
ら
、
そ
の
こ
と
を
よ
く
肝

に
銘
じ
て
税
を
納
め
た
い
で
す
。

自
分
の
納
め
た
税
が
、
人
々
や
地

域
の
暮
ら
し
の
中
で
生
き
て
い

る
。
こ
れ
ほ
ど
の
喜
び
と
幸
せ
は

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

秋
田
北
地
区　
　
　
　
　
　
　
　

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

□
□　

□
□
さ
ん
（
五
一
中
三
年
）

「
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
の

精
神
で
」

g gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

 

今
月
号
で
は
、秋
田
北
地
区
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
を
受

賞
し
た
□
□
□
□
さ
ん
の
作
品

と
、
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

長
賞
を
受
賞
し
た
□
□
□
□
さ

ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

所
得
税
・
町
県
民
税
の　
　
　
　
　

が

２
月
12
日
㈫
か
ら
始
ま
り
ま
す
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65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ

水
稲
農
家
の
皆
さ
ん
へ

住
宅
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
改
修
さ
れ
た
方
へ

の　
　
　
　
　

が

申
告
相
談



g gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg
　

僕
た
ち
は
今
、
中
学
校
で
毎
日

の
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

勉
強
や
部
活
、
友
だ
ち
と
会
っ
た

り
と
自
分
た
ち
の
生
活
に
と
っ

て
、
欠
か
せ
な
い
も
の
ば
か
り
で

す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
生
活

を
送
れ
る
の
は
、
校
舎
が
あ
り
、

教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

お
か
げ
で
す
。
つ
ま
り
、
税
金
の

お
か
げ
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

税
金
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る

よ
う
に
教
科
書
や
教
育
費
な
ど

を
負
担
し
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、

病
院
な
ど
身
近
な
も
の
に
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
数
多
く
の
税
金

が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
の
中
で
、

僕
が
一
番
興
味
を
持
っ
た
の
は

「
新
し
い
学
校
の
建
設
」
で
す
。

現
在
、
僕
が
通
っ
て
い
る
五
城
目

第
一
中
学
校
で
は
、
新
校
舎
を
建

て
る
た
め
の
解
体
作
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
も
う
す
で
に
、
幾

つ
か
の
教
室
と
体
育
館
は
取
り

壊
さ
れ
、
少
し
ず
つ
準
備
が
進
ん

で
い
ま
す
。
一
、
二
年
後
に
は
新

校
舎
が
建
て
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
は
、
こ
の
学
校
に
通
う
中

学
生
の
学
校
生
活
を
よ
り
良
い

も
の
に
す
る
た
め
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
大
規

模
な
工
事
に
は
当
然
の
こ
と
な

が
ら
莫
大
な
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
で
す
が
、
僕
た
ち
が
そ
の
た

め
の
お
金
を
負
担
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
、
町

が
負
担
し
て
く
れ
て
い
る
の
で

す
。
つ
ま
り
こ
の
校
舎
は
、
町
民

が
働
い
て
建
て
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
僕
は
普
段
、

特
に
病
院
な
ど
に
通
う
こ
と
も

な
い
た
め
、
今
ま
で
は
税
金
の
あ

り
が
た
さ
と
い
う
も
の
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
校
舎
改
築
を

き
っ
か
け
に
自
分
な
り
に
考
え
、

こ
れ
か
ら
自
分
が
す
べ
き
こ
と

に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
は
ま
だ
、
消
費
税
を
払
っ
て

い
る
ぐ
ら
い
で
す
が
、
近
い
将
来

就
職
し
た
ら
、
僕
達
が
税
金
を
納

め
、支
え
て
い
く
番
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
、
受
験
勉

強
な
ど
の
困
難
が
幾
つ
も
あ
り

ま
す
が
、
き
ち
ん
と
納
税
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
僕
は
、
自
分
の
生
活
の

た
め
に
働
く
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
で
す
が
、
税
に
つ
い
て

考
え
て
い
る
う
ち
に
、
全
員
が
幸

せ
に
な
る
た
め
に
も
働
い
て
い

る
ん
だ
と
も
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
お
年
寄
り
の
方
や
病
気

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
の
た
め

に
は
も
ち
ろ
ん
、
前
に
話
し
た
よ

う
な
校
舎
の
建
築
や
教
育
費
な

ど
、
直
接
関
わ
り
は
な
く
て
も
、

人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
あ

り
、
た
く
さ
ん
の
人
を
幸
せ
に
で

き
る
と
い
う
こ
と
も
…
…
。

　

有
名
な
言
葉
で
「
ワ
ン
・

フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
、
オ
ー
ル
・

フ
ォ
ー
・
ワ
ン
」
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
言
葉
に
は
、
一
人

は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は

一
人
の
た
め
に
と
い
う
意
味
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
考
え
方
は
税

金
を
納
め
る
人
に
と
っ
て
も
、
と

て
も
い
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
と
ら
え
て
、
税
金
を

納
め
て
い
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

き
っ
と
よ
り
良
い
未
来
に
つ
な

が
る
は
ず
で
す
。
僕
は
こ
の
言
葉

を
忘
れ
ず
、
み
ん
な
の
た
め
に
な

る
よ
う
な
大
人
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

□
□　

□
□
さ
ん
（
五
一
中
三
年
）

「
み
ん
な
の
た
め
に
」
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▼
申
告
相
談
日
程

日
付
と
曜
日

町　
　
　

内　
　
　

名

会　

場

五　城　目
２
／
12
火

広
ヶ
野
・
希
望
ヶ
丘
・
今
町
・
御
蔵
町

小
池
町
・
川
原
町
・
新
町
・
一
番
町

役場２階「正庁」

13
水

田
町
・
古
川
町
・
長
町

14
木

紀
久
栄
町
・
新
畑
町
・
矢
場
崎

な
な
く
ら
（
仮
称
）　

15
金

米
沢
町
・
畑
町
・
仲
町

富　津　内

18
月

下
山
内
・
上
山
内

富津内地区
　　公民館

19
火

富
田
・
黒
土
（
１
・
２
区
）

20
水

八
田
・
台
・
御
蔵
下
・
脇
乙

21
木

落
合
・
高
千
・
北
々
口
・
小
倉

森　山

22
金

岡
本
１
区
・
野
田

森山
地区
公民館

25
月

岡
本
２
区
・
浦
横
町

五　城　目

26
火

築
地
町
・
昭
辰
町
・
雀
舘

役場２階「正庁」

27
水

舘
町
・
中
川
原
・
下
高
崎
・
久
保

28
木

高
崎
・
上
高
崎
・
舘
越

29
金

上
樋
口（
上
・
下
）・
樋
口
・
上
田
町
・
新
里
町

３
／
３

月

岩
城
町
・
東
磯
ノ
目
・
西
磯
ノ
目

馬 場 目

４
火

帝
釈
寺
・
町
村
・
門
前
・
蓬
内
台

ふれあい
センター

５
水

寺
庭
・
小
野
台
・
中
村
・
平
ノ
下
・
水
沢

６
木

恋
地
・
坊
井
地
・
杉
沢
・
合
地

内　川

７
金

湯
ノ
又
（
１
〜
４
区
）
・
小
川
口

生きが
いセン
ター

10
月

浅
見
内
（
１
〜
６
区
）

大　　川

11
火

大
川
１
・
４
区

農村環境改善
　　センター

12
水

大
川
２
・
３
区

13
木

石
崎
・
谷
地
中
・
曙
町

14
金

下
樋
口
・
西
野

予備日

17
月

予
備
日
と
し
ま
す
。

役場
２階
「正庁」

※ 

相
談
開
始　

午
前
九
時
〜

　
　
　
　
　
（
受
付
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
三
時
）

※ 

詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
４
４
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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五城目町民憲章
わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。

1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります

町長交際費を公開します
町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと

信頼のあるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公
開します。

❖交際費の支出状況（12月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

祝　費 3件
農事組合法人「山ゆり」設立一周年記念式
典、五城目菊の会表彰伝達式、文部科学大臣
賞受賞祝賀会

9,600円

会　費 5件

町グラウンドゴルフ協会総会、あきぎん会、
厚生労働大臣表彰受賞祝賀会、秋田追分全国
大会最終実行委員会懇親会、八郎湖周辺清掃
事務組合懇親会

30,000円

その他 6件

あきた湖東青年会議所解散式、町農業活性化
促進会議懇親会、町防犯協会忘年会、特定非
営利活動法人よつばクリスマス年忘れ会、町
農業委員会忘年会、秋田ホーセ忘年会

32,900円

合 計 14件 72,500円

平成19年４月～12月の合計 767,638円

　

1 ／ 平成20年度当初予算町長・副町長査定（～４日、役
場）、県過疎地域自立促進協議会役員会（秋田市）、
五城目高等学校教育懇談会（グリーンロイヤル丸富）

 6 ／ ３月補正町長・副町長査定（～８日、役場）、町内会長
会五城目地区協議会懇談会（五城館）

 7 ／ キイチゴ栽培研修会（五城館）、秋田信用金庫合同
新年会（潟上市）

 9 ／ 第47回高松宮杯東北高等学校選抜レスリング
大会（広域五城目体育館）

 12 ／ 県後期高齢者医療広域連合議会全員協議会･定
例会（秋田市）

 14 ／ 第２回心の健康づくりセミナー（町民センター）、県
市町村総合事務組合議会定例会・創立50周年記
念祝賀会（秋田市）

 16 ／ 千代田区スポーツ交流会（広域五城目体育館）
 19 ／農業班長会議（グリーンロイヤル丸富）
 20 ／ 県町村会定期総会（秋田市）、全国町村下水道推進

協議会県支部定期総会（秋田市）
 21 ／町内会長会研修会（五城館）
22 ／ 秋田わか杉国体五城目町実行委員会総会・常任

委員会（町民センター）
 26 ／ 高齢者合同大学祭（町民センター）、第３回心の健康

づくりセミナー（役場）
 27 ／県市町村職員互助会評議員会（秋田市）

町長の主な予定（2月）

交通事故相談所をご存じですか？　　
交通事故は誰にとっても突然で、どうしたらよいのかと
まどうばかりです。
交通事故相談所では、専門知識を有した相談員や顧問弁
護士が無料でいろいろな相談に応じています。
どなたでもお気軽にご相談ください！

冬道はスピードを控えめに
車間距離は十分に　　

ゼロ

交通死亡事故０　1,330日達成（平成20年１月24日現在）
平成19年秋田県飲酒運転等追放競争結果　22位

交通事故に関する相談・お問い合わせは

　県交通事故相談所（アトリオン７階）　☎836・7804、7805
　※県内各地域振興局への出張相談もあります。

麻
し
ん（
は
し
か
）に

ご
注
意
を！

！
現
在
、
県
北
地
区
を
中
心
に

は
し
か
が
流
行
し
て
お
り
、
今

後
、
県
全
域
に
広
ま
る
こ
と
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
は
し
か

は
感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
ま

た
特
別
な
治
療
方
法
が
な
い
た

め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
予

防
が
重
要
で
す
。

今
ま
で
は
し
か
に
か
か
っ
た

こ
と
が
な
い
方
や
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
歴
の
な
い
方
は
、
早
め
に

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

役
場
町
民
福
祉
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
８
０
）



謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。日

頃
は
近
畿
五
城
目
会
に
、
温
か
い
御

支
援
を
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
会
員
一
同
心
よ
り
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
五
城
目
町
よ
り
約
一
、一
〇
〇

キ
ロ
離
れ
て
い
る
関
西
の
年
末
、
年
始
に

は
数
々
の
行
事
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
十
二
月
二
十
五
日
、
全
国
中
学

バ
レ
ー
大
会
が
大
阪
府
立
体
育
館
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
会
の
秋
田
県
代
表

選
手
の
中
に
は
五
城
目
第
一
中
学
校
三
年

生
の
□
□
□
□
□
さ
ん
が
お
り
、
堂
々
と

試
合
の
エ
ー
ス
ア
タ
ッ
カ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
姿
を
見
て
、
と
て
も
感
動
し
ま

し
た
。
京
都
府
と
対
戦
し
残
念
な
が
ら
負

け
た
と
は
言
え
、
惜
し
み
な
い
拍
手
を
送

り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
方
が
ス
ポ
ー
ツ
で
も
文
化

面
で
も
、
そ
の
舞
台
で
活
躍
す
る
こ
と
が

分
か
れ
ば
、
私
達
は
喜
ん
で
応
援
に
行
き

ま
す
。
ま
た
観
光
で
何
か
分
か
ら
な
い
と

か
、
調
べ
て
欲
し
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
近
畿
五
城

目
会
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
ふ
る
さ
と
の
方
を

快
く
受
け
入
れ
る
こ
と
で
す
か
ら
。
春
夏

の
甲
子
園
、
花
園
ラ
グ
ビ
ー
、
都
大
路
を

タ
ス
キ
で
繋
ぐ
駅
伝
、
そ
の
他
…
…
。
昨

年
の
金
足
高
校
の
野
球
の
時
は
、
監
督
さ

ん
は
五
城
目
町
、
選
手
は
八
郎
潟
町
・
井

川
町
出
身
で
し
た
が
、
そ
の
選
手
の
お
母

さ
ん
の
ご
実
家
が
五
城
目
町
と
聞
き
、
ま

た
び
っ
く
り
で
し
た
。
関
西
に
住
ん
で
四

十
年
、
五
十
年
に
な
っ
て
も
、
何
か
に
つ

け
て
ふ
る
さ
と
へ
の
エ
ー
ル
は
強
く
な
る

ば
か
り
で
す
。
引
率
や
応
援
に
き
て
、
も

し
時
間
に
ゆ
と
り
が
あ
る
場
合
は
、
関
西

の
味
を
楽
し
ん
で
チ
ョ
ッ
ピ
リ
何
か
を
見

て
、
そ
う
い
う
さ
さ
や
か
な
お
手
伝
い
も

大
歓
迎
で
す
。

世
の
中
超
特
急
で
変
貌
し
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
私
達
の
心
の
奥
深
く
に
は
、
走
っ

て
も
追
い
つ
い
た
あ
の
当
時
の
電
車
の
よ

う
に
、
の
ん
び
り
し
た
も
の
が
流
れ
て
お

り
ま
す
。
根
っ
こ
に
含
ま
れ
た
ふ
る
さ
と

の
水
に
よ
っ
て
、
私
達
は
ふ
る
さ
と
に
エ
ー

ル
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

五
城
目
町
の

皆
様
方
の
御
健

康
と
、
町
の
御

発
展
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　

ふ
る
さ
と
に
エ
ー
ル

近
畿
五
城
目
会　

福　

岡　

美
恵
子

（
五
一
中
十
期
卒
・
下
高
崎
出
身
）

　
【　

短 　

歌　

】

湯
の
越
山
に
復
元
し
た
る
縁

ゆ
か
り

の
家

屋
根
黒
く
壁
と
し
め
飾
り
白
し

　

上
田
町　
　

阿
部　

み
わ

山
里
の
施
設
暮
ら
し
に
な
じ
め
ど
も

や
は
り
我
が
家
は
恋
し
き
も
の
よ

　

米
沢
町　
　

福
嶋　

ミ
ツ

四
歳
で
別
れ
し
母
を
偲
び
つ
つ

古
稀
を
迎
え
る
何
か
寂
し
く　

湯
ノ
又　
　

沢
田
石
和
子

意
思
継
ぎ
て
百
年
蒐
め
し
書
画
骨
董

い
ま
甦
り
家
ぬ
ち
占
め
て　

新　

町　
　

山
平　

富
子

　
【　

俳 　

句　

】

芋
虫
や
陽
に
誘
わ
れ
て
腹
を
出
し

　

新　

町　
　

高
橋　

房
子

笑わ
ら

い
か
ら
絆

き
ず
な

深
ま
る
初
句
会　

八　

田　
　

伊
藤　

豊
子

手
鏡
を
合
わ
せ
て
染
め
ぬ
初
鏡

　

高　

崎　
　

舘
岡　
　

絢

初
空
や
折
り
目
正
し
き
山
の
襞

　

岡　

本　
　

伊
藤　

志
代

　
【　

川　
 

柳　

】

余
熱
あ
る
心
に
鍵
を
掛
け
ら
れ
ず

　

新　

町　
　

大
原
美
ど
り

二
度
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
に
迷
う
右
ひ
だ
り

　

畑　

町　
　

三
浦　

春
水

ま
あ
い
い
か
未
だ
人
恋
う
一
輪
草

　

東
磯
ノ
目　
栁
原　
　

紅

一
年
の
早
さ
よ
一
日
の
長
さ　

中
川
原　
　

猿
田　

寒
坊

11 KOHO GOJOME No.883 2008.2.1

ご
じ
ょ
う
め
の

　

文　

芸

近
畿
五
城
目
会

（
敬
称
略
）

潟
上
市
南
秋
田
郡
冬
季
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
強
化
練
習
会
（
松
橋
杯
）

　

▼
準
優
勝

　
　

 

五
一
中
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部

第
50
回
全
町
卓
球
大
会

❖
３
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

▼
３　

位

　
　

 

五
城
目
ス
ポ
少
Ａ
チ
ー
ム

県
児
童
生
徒
美
術
展

❖
立
体
の
部

　

▼
推　

奨

　
　

 

五
小
５
年
工
作
ク
ラ
ブ

（
□
□
□
、□
□
□
、□
□

□
、□
□
□
□
□
、□
□
□
）

バレーボール大会の様子

町では新たな特産品の開発をめざし、キイチゴの栽培研修
会を開催します。稲作の忙しい時期に重ならない作付けや小
さなスペースでの栽培もできますので、ぜひご参加ください。

▼  日　時　２月７日㈭　午後２時～午後４時

▼会　場　五城館

▼講　師　 県立大学生物資源科学部　今西弘幸　准教授
※ 参加ご希望の方は、役場産業課（☎852・5215、ファクス
852・5369）へ２月４日㈪までにお申し込みください。

キイチゴ栽培研修会を開催します！
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五城目中央治療院
はり・マッサージ

☎018（852）2737
（五城目バスターミナル内）

定休日／水曜日、正月・盆各３日間

親子ふれあい体操教室を
開催します

▲

日　時　２月23日㈯
午前10時～午前11時30分▲

会　場　 広域五城目体育館小体育館▲

対　象　 町内の保育園・幼稚園児や
小学校低学年児童とその保
護者▲

講　師　舘岡陽子さん（下高崎）
※ 参加費は無料です。２月８日㈮まで、
五城目幼稚園（☎852・3421）、五城
目保育園（☎852・3805）または生涯
学習課へお申し込みください。

潟上市・南秋田郡卓球選手権大
会を開催します

▲

開催日時　２月23日㈯・24日㈰
　　　　　　開　　場　午前８時～
　　　　　　試合開始　午前９時～▲

会　　場　広域五城目体育館▲

申込締切　２月13日㈬
※ 大会の詳細や申込方法については、
上記連絡先にお問い合わせください。

「社会福祉協議会へ寄せられた善意

▲
香典返しに代えて

  ・11月22日  1万円  □□□□さん
　広ヶ野 　 （亡き母　□□□さん）
・12月25日  3万円  □□□□さん
　中　村 　 （亡き母　□□□さん）
・12月25日  5万円  □□□さん
　広ヶ野　  （亡き父　□□さん）
・12月28日  3万5千円  □□□□□さん
　浦横町　  （亡き母　□□さん）

問い合わせ先
生涯学習課（☎852・4411）

犬のフンを持ち帰りましょう
　公園や園地、道路の緑地帯に犬のフンが放置され、利用者や
沿道住民の方々が大変迷惑しています。
　散歩のとき犬のフンは、飼主が責任を持って持ち帰りましょう。

❶ ウンチの上に　 紙を置く ❷ 袋に手を　 入れる ❸ ウンチを　 つかむ ❹ 袋を　 裏返す

とっても簡単　ウンチお持ち帰り講座　※用意する物　ビニール袋、紙

２月は犬の迷惑行為一掃月間です

　

平
成
二
十
年
度
の
「
交
通
災
害
共

済
」
と
「
不
慮
の
災
害
共
済
」
の
加

入
申
し
込
み
を
二
月
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。
こ
の
共
済
に
は
、
町
内
に
住

民
登
録
し
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、
年

齢
、
職
業
な
ど
を
問
わ
ず
ど
な
た
で

も
加
入
で
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
か
ら
は
、
県
内
の

秋
田
銀
行
お
よ
び
北
都
銀
行
の
各
支

店
で
も
申
し
込
み
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
ご
じ
ょ
う
め
二

月
号
と
一
緒
に
配
布
し
た
「
交
通
災

害
共
済
・
不
慮
の
災
害
共
済
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み　
 

役
場
町
民
福
祉
課
ま

た
は
秋
田
銀
行
・
北

都
銀
行
各
支
店
窓
口

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
町
民
福

祉
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）

ま
で

家族そろって加入しよう

交通災害共済・不慮の災害共済

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）

問い合わせ先：潟上・南秋卓球連盟事務局
□□（☎090・5231・5592）



スキースクールと
級別テストを開催します

　県スキー連盟認定恋地スキー学校主
催による「スキースクール」と「級別
テスト」を、田沢湖スキー場で開催し
ます。「スキースクール」では、初心
者から級別テスト合格をめざす方まで
レベルに合わせて講習しますので、気
軽にご参加ください。▲

開講日　２月17日㈰▲

会　場　田沢湖スキー場▲

料　金
　・ スキースクール　1回２時間
　　1,000円（リフト券代除く）
　・級別テスト
　　 県スキー連盟規定の受験料と、合

格者のみ県スキー連盟規定公認料
がかかります。（詳しくはお問い
合わせください）▲

参加方法　 事前に恋地スキー学校事
務局にご連絡ください。

公営住宅の入居者を募集中

▲

申し込み資格
　・月額所得20万円以下の方
　・ 同居家族がいて住宅に困きゅうさ

れている方
（神明前住宅）▲
住　　宅　13号（ 木造平屋建

・築30年）▲

場　　所　字神明前95－12▲

家賃月額　 6,700円～11,100円
（所得によって異なります）▲

敷　　金　家賃の３か月分▲

入居予定日　３月１日㈯
※ 募集は２月15日㈮まで、申込用紙は
役場２階の建設課に準備しています。

「中高年齢者就職面談会」を
開催します

▲

日　　時　３月６日㈭
　　　　　　午後1時30分～午後4時▲

会　　場　 ホテルメトロポリタン秋
田▲

対　　象　 仕事をお探しの方（おお
むね40歳以上の方）▲

参加方法　 履歴書を持参のうえ、会
場にお越しください。

「南秋つくし苑」利用希望者を募集

　障害者支援施設「南秋つくし苑」で
は、平成20年４月１日に「大潟分
場」を開所するとともに就労継続支援
B型事業を開始し、就労や生産活動の
機会をより多く提供することをめざし
ていきます。ぜひご利用ください。
※ 利用を希望される方や詳細について
は、上記問い合わせ先へご連絡くだ
さい。

「ねんきん特別便」臨時相談会
を開催

　

秋田社会保険事務所では、「ねんき
ん特別便」でお知らせした記録に記載
されていない加入期間がある方などを
対象に、職員がコンピュータを持参し
て相談会を開催します。▲

日　時　２月12日㈫
　　　　　午前９時30分～午後４時▲

会　場　町民センター
※ ご相談の際は、「年金加入記録照会
票」と「年金証書」をご持参ください。

パソコン教室受講生を募集

ゼロから始めるパワーポイント▲
会　場　中央公民館▲
期　日　２月６日㈬・７日㈭

　　　　　　　13日㈬・14日㈭▲

時　間　午後６時10分～
午後８時10分▲

定　員　６人
※ ２月４日㈪よりお申し込みを受け付
け、定員になり次第締め切ります。

馬川地区公民館からのお知らせ
M'sキッチン料理講習会を開催

▲

日　時　２月20日㈬　午前10時～▲

会　場　馬川交流センター▲

材料費　500円程度（当日徴収）▲

講　師　森永乳業㈱　栄養士▲

定　員　25名
※ お申し込みは馬川地区公民館まで。
定員になり次第締め切ります。

県ふるさと就職促進セミナー・
就職面談会」を開催します

▲

日　時　３月12日㈬
　　　　　午後１時～午後５時▲

会　場　秋田ビューホテル▲

対　象　 平成21年３月に大学・短
大・高専・専修学校などを
卒業予定の学生（一部の企
業では、平成20年３月卒
業予定者や既卒者も可）

※ 入退場は自由です。事前の申込など
は必要ありませんので、当日直接会
場へお越しください。
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問い合わせ先
秋田社会保険事務所（☎863・2399）

問い合わせ先
生涯学習課（☎852・4411）問い合わせ先：恋地スキー学校事務局

□□（☎874・3331）

問い合わせ先
県産業経済労働部（☎860・2335）

問い合わせ先
馬川地区公民館（☎855・1175）

問い合わせ先
ハローワーク秋田（☎864・4111）

問い合わせ先
南 秋 つ く し 苑（☎875・2115）
役場町民福祉課（☎852・5128）

問い合わせ先
役場建設課（☎852・5252）



可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・築地町・米沢町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・西磯ノ目・東磯ノ目・森山地区
馬川地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

2008年 ３月ごみ収集日程表

平成19年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（馬場目小　□□　□さん）

再利用　地球の環境　守るカギ

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・森山地区
大川（１区～４区以外の地区）・馬川地区

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

空きビン類

ガラス類他

空きカン類

金属類他

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･内川地区･富津内地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

なまえ

なまえ

◆ 

祭
日
の
収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 

三
月
二
十
日
㈭
春
分
の
日
は
、
可
燃
ご
み
の

収
集
を
休
み
ま
す
。

◆ 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

ご
み
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
八
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
生
ご
み
の
水
切
り
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

冬
期
間
は
、各
町
内
会
で
設
置
し
て
い

る
ご
み
集
積
所
前
の
徐
排
雪
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
福

祉
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）
ま
で

月
・
木

火
・
金

水
・
土

５日・19日（水）（全町）

13日・16日・10日
13日・17日・24日
27日・31日

14日・17日・11日
14日・18日・21日
25日・28日

11日・15日・18日
12日・15日・19日
22日・26日・29日

8日（土）

22日（土）

10日（月）

11日（火）

12日（水）

13日（木）

14日（金）

24日（月）

25日（火）

26日（水）

27日（木）

28日（金）
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◆ 
可
燃
ご
み
の
収
集
日
が
変
り
ま

し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 

二
月
一
日
か
ら
毎
週
㈫
・
㈮
と
毎
週
㈬
・

㈯
地
域
の
収
集
日
を
変
更
し
ま
し
た
。

◆ 

粗
大
ご
み
は
、
四
月
一
日
㈫
か
ら
四
月
二
十
一

日
㈪
ま
で
の
内
、
八
日
間
の
予
定
で
収
集
し
ま

す
。
詳
し
い
日
程
は
、「
広
報
ご
じ
ょ
う
め
三
月

号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
可
燃
ご
み
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

◆ 

ご
み
袋
に
は
名
前
を
書
き
、
責
任
を
持
っ
て
ご

み
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

◉ 

可
燃
ご
み
の
推
移
（
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
）

◆ 

秋
田
市
へ
処
理
委
託
し
て
い
た
一
般
家
庭
の
可

燃
ご
み
の
排
出
量
は
、
十
二
月
末
現
在
、
昨
年

度
対
比
で
四
七
・
三
五
㌧
減
っ
て
い
ま
す
。
金

額
に
し
て
、約
百
十
四
万
一
千
円
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

今
後
は
年
度
末
の
時
期
を
迎
え
、

ご
み
の
量
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

処
理
費
用
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
さ
ら
に
分
別

減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◉
「
ご
み
の
減
量
」
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！

　

1　
生
ご
み
は
し
っ
か
り
水
切
り
を
す
る
！

　

2　
必
要
以
上
の
商
品
は
買
わ
な
い
！

　

3　
詰
め
替
え
で
き
る
商
品
を
買
う
！

　

4　
チ
ラ
シ
・
紙
類
は
古
紙
類
と
し
て
出
す
！

　

5　

 

ト
レ
ー
類
は
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

ご
み
の
出
し
方
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

し
っ
か
り
覚
え
て

き
れ
い
な
町
に！

粗
大
ご
み
の
収
集
を

四
月
に
行
い
ま
す



日 月 火 水 木 金 土

23

※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで
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７

21

６

15

８

22

５

20

13

29

９

1611

31 2月1日○ 五城目幼稚園、
大川・馬場目保
育園豆まき会
（10：00～）
○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・
19：00～20：30）

1月27日

３ ４

19

25

17

12

26 28 29 3月1日

○建国記念日

○ 消防消舎の点検
（各分団消舎・

9：00～）
○ 町内対抗ソフト
バレーボール大
会（広域五城目
体育館・9：00～）

○ 五城目第一中学
校入学説明会
（15：00～）

○ キイチゴ栽培研
修会（五城館・
14：00～）

○ 馬場目・内川・大
川小学校新入学
児童・保護者説
明会
○ 新製品開発セミ
ナー（五城館・
13：30～16：00）

○ 第47回高松宮
杯東北高等学校
選抜レスリング
大会（広域五城
目体育館・9：00
～・10日まで）

○ 千代田区スポー
ツ交流会（広域
五城目体育館・
13：00～・17日
まで）

○ 五城目小学校新
入学児童・保護
者説明会
○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・
19：00～20：30）

○ 五城目幼稚園体
験入園
（10：00～）

○ 秋田わか杉国体
五城目町実行委
員会（町民セン
ター・15：00～）
○ 五城目湖東地区
合同危険物法令
講習会（グリー
ンロイヤル丸
富・15：00～）

○ 冬の朝市「あっ
たか鍋まつり」
（朝市通り・9：00
～12：00）
○ 五城目地区公民
館ミニ雪まつり
（朝市通り・

9：30～）

○ 観光ガイド育成
セミナー（五城
館・13：30～

16：00）
○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・
19：00～20：30）

○ 創業者セミナー
（五城館・13：30
～16：00）
○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・
19：00～20：30）

○ 特産品開発セミ
ナー（五城館・
13：30～16：00）
○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・
19：00～20：30）

○ 新製品開発セミ
ナー（五城館・
13：30～16：00）
○ 青壮年スポーツ
教室閉講式（広
域五城目体育館・
19：00～20：30）

○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・
19：00～20：30）

○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・
19：00～20：30）

○ 五城目幼稚園入
園説明会
（13：30～）

○ 親子ふれあい体
操教室（広域五
城目体育館・
10：00～11：30）
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『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

勝

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。

※ 「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成19年12月末現在）
   前月比 昨年比
人　口 11,597 （－04） （－237）
（男） 5,475 （＋02） （－110）
（女） 6,122 （－06） （－127）
世　帯 4,112 （＋02） （－004）

□　□　□　□さん 83歳 12月 6日 岡本２区
□　□　□□□さん 85歳 12月 6日 田　　町
□　□　□　□さん 80歳 12月 6日 今　　町
□　□　□□□さん 72歳 12月 7日 新　畑　町
□□□　□　□さん 79歳 12月 9日 畑　　町
□　□　□　□さん 41歳 12月 9日 久　　保
□　□　□　□さん 73歳 12月 9日 町　　村
□　□　□　□さん 87歳 12月13日 浦　横　町
□　□　□　□さん 90歳 12月14日 畑　　町
□　□　□□□さん 92歳 12月16日 中　　村
□　□　　　□さん 80歳 12月17日 古　川　町
□　□　□□□さん 76歳 12月19日 新　畑　町
□　□　□　□さん 84歳 12月21日 高　　千
□　□　□　□さん 77歳 12月23日 上　田　町
□　□　□□□さん 84歳 12月27日 浦　横　町
□　□　□□□さん 75歳 12月27日 希望ケ丘
□　□　□　□さん 67歳 12月28日 築　地　町
□　□　□　□さん 55歳 12月30日 仲　　町

▼
今
月
号
の
表
紙
の
取
材
で
大
川
小

学
校
に
行
っ
た
と
き
、
私
が
付
け
て

い
た
名
札
を
見
て
、「
や
っ
ぱ
り
前

に
来
て
た
役
場
の
広
報
の
人
だ
よ

ね
。
今
日
は
何
し
に
来
た
の
？
」
と

大
川
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
声

を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
▼
担
当
一
年

目
の
私
と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
取

材
が
初
め
て
見
聞
き
す
る
こ
と
ば
か

り
の
中
、
緊
張
の
連
続
で
な
か
な
か

う
ま
く
取
材
す
る
こ
と
が
出
来
な
い

こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
今
回
の
取

材
で
は
そ
ん
な
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
く

れ
た
の
が
、
そ
の
ひ
と
言
で
し
た
。

▼
一
・
二
回
会
っ
た
だ
け
な
の
に
広

報
担
当
だ
と
覚
え
て
く
れ
て
い
た
大

川
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

町
内
各
地
を
取
材
し
な
が
ら
、
広
報

担
当
だ
と
皆
さ
ん
に
覚
え
て
も
ら
え

る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

おくやみ申し上げます

□　□　□　□ちゃん 12月 8日 □　□・□　□ 雀　　舘

□　□　□　□ちゃん 12月21日 □□・□□□ 曙　　町

おたんじょうおめでとうございます

「  お姉ちゃんと仲良く
　健康ですくすくと育ってネ♥」

お母さんより

はじめまして

□□●□□　です
よろしくネ！
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